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P229  吹付け石綿等の処理に当たっての手続き

目次のページ表記：正

P230  解体する建材の作業レベルと使用する保護具

①事前手続き

（ハ）「特定粉じん排出等作業届」※（大気汚染防止法）・・・都道府県知事
　　　※吹付け工法により施工された「石綿含有仕上塗材」は「吹付け石綿」として取扱う。
　　　　また吹付け工法により施工されたか明らかでない場合も、「吹付け石綿」とみなし、
　　　　特定粉じん排出等作業の実施の届出及び作業基準の遵守が望ましい。
　　　 （H29.5.30  環境省告示 環水大大発第1705301号）

枠内上段

枠外下段

（ハ）「特定粉じん排出等作業届」※（大気汚染防止法）・・・都道府県知事
　　　※石綿含有仕上塗材について、石綿含有吹付けパーライト及び石綿含有吹付けバーミ
　　　　キュライト（ひる石）は、「吹付け石綿」として扱う。
　　　 （R2.11.30  環境省通達 環水大大発第2011301号）

※吹付け工法により施工された「石綿含有仕上塗材」は「吹付け石綿」として取扱う。

※石綿含有仕上塗材 ←削除

※石綿含有吹付けパーライト及び石綿含有吹付けバーミキュライト（ひる石）は
  「吹付け石綿」として取扱う。
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事前調査及び分析調査の実施 （石綿則  3条）

事前調査結果等の報告（一定規模以上）（石綿則 ４条の２）

作業場所の負圧隔離 （石綿則  6条）

セキュリティゾーンの設置

足場等を利用しシート等で隔離

床面養生：プラスチックシート

壁面養生：プラスチックシート

その他照明器具等の養生

休憩室の掃除
　毎日1回以上
（飛散しないように）
（石綿則  30条）

作業計画の作成 （石綿則  4条）
　1．作業の方法及び順序
　2．石綿等の粉じんの発散防止又は抑制方法
　3．労働者への石綿等の粉じん暴露防止方法

②
所轄労働基準監督署に届け出
（安衛法 88条）（石綿則 5条）

①
所轄の知事に届け出
（大気汚染防止法）

設計図書等の文書と目視
による調査（事前調査は
講習を修了した者）
調査結果の記録は３年間
保存

関係労働者に周知

届出者
①は発注者
②は施工者（元請）

作業主任者の選任

（石綿則  19条）

作業主任者の職務
1.作業に従事する労働者
   が石綿等の粉じんによ
   り汚染され、又はこれら
   を吸入しないように、
   作業の方法を決定し、
   労働者を指揮すること。
2.局所排気装置、プッシュ
   プル型換気装置、除じん
   装置その他労働者が健
   康障害を受けることを
   予防するための装置を
   一月を超えない期間ご
   とに点検すること。
3.保護具の使用状況を
   監視すること。

（石綿則  20条）

事前準備

作業開始前

ろ過集じん・排気装置の設置  （石綿則  6条）
　・装置の稼働状況の作業前確認

休憩室の設置 （石綿則  28条）
　・入ロ：湿らせたマット等の設置
　　　　：衣服用ブラシの備付
　・床　：掃除が容易な構造

洗浄設備の設置 （石綿則  31条）
　・洗顔、洗身、うがい設備
　・更衣設備、洗濯設備

事前調査結果･作業内容の掲示  （大防法・石綿則 3条）

立入禁止措置の看板の設置  （石綿則  7条）

前室、洗身室及び更衣室の設置 （石綿則  6条）
　・前室・洗身室・更衣室の連接設置
　・前室の負圧状態の点検（作業開始前）

　・作業場所と前室の負圧確保

〔負圧除じん装置〕
呼
吸
用
保
護
具
の
着
用

〔工事開始前まで〕

〔14日前まで〕

※対象はレベル2まで
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特別教育修了者
（安衛則  36-37）
（石綿則  27　  ）

石綿等の湿潤化（石綿粉じん発散防止措置）（石綿則  13条）

ろ過集じん・排気装置の排気口からの （石綿則   6条）
石綿漏洩の有無の点検（作業開始後すぐ・装置の変更時）
前室の負圧状態の点検（作業中断時）

石綿等の運搬又は貯蔵する時の容器  （石綿則  32条）
　1．堅固な容器又は、確実な包装
　2． 石綿等が入っていること及び取り扱い上の注意事項

を表示
　3．一定の場所を定めて保管する
　4． 容器又は包装については石綿等の粉じんが発散  

しないような措置。一定の場所を定めて集積する

 除去した石綿等の切りくずを入れる容器 
 　・蓋つき容器（石綿則 13条-2）又は２重袋詰（大防法） 

取り扱う作業場の床等は、粉じんの
飛散のないよう、毎日１回以上の掃除を実施 

（石綿則  30条）

作業者ごとの作業の記録 （石綿則  35条）
　（1月を超えない期間ごと）（40年間保存）
　1．労働者の氏名
　2．従事した作業の概要と従事期間
　3．石綿等の粉じんが著しく汚染された事態が生じた時
　　・その概要
　4．事業者が講じた応急の措置の概要

除去作業終了、作業場内の清掃

除去作業中

取り扱う作業場に掲示  （石綿則  34条）
　1．石綿等を取り扱う作業場である旨
　2．石綿等の人体に及ぼす作用
　3．石綿等の取扱い上の注意事項
　4．使用すべき保護具

写真等による作業の実施状況の記録（３年間保存）

取り扱う作業場に表示
　・喫煙禁止、飲食禁止の表示 

（石綿則  33条）

呼
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（35条の2）
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資格者による隔離解除前の取り残し確認

☆ 除去後から廃棄までの過程等については、厚労省「基安化発 0609 第２号 H29.6.9」に準じた
　 措置を講ずること

除去部分への粉じん飛散防止剤の散布、飛散しないことの確認

床、壁等の養生の撤去

足場等の解体及び隔離用シートの撤去

最終清掃

完　　　了

呼吸用保護具の着用

環境測定

（石綿則  14条・44条）

注1）事前調査及び分析調査について
①設計図書等の文書及び現地での目視調査は、建築物石綿含有建材調査者講習登録規程に規定さ
　れる石綿含有建材調査者等に依頼する。（2023年10月から義務付け）
②分析調査は、厚生労働大臣が認める分析調査を実施するために必要な知識及び技能を有する者
　に依頼する。（2023年10月から義務付け） （石綿則  3条）

注2）  就業させる建築物の壁、柱、天井等に吹き付けられた石綿等が損傷、劣化等によりその粉じんを
発散させ、及びその労働者が粉じんに暴露する恐れのあるときは、当該石綿等の除去、封じ込
め、囲い込み等の措置を講ずる。 （石綿則  10条）

注3）  隔離の措置の解除について
作業場所内の石綿等の粉じんを処理するとともに、吹き付けられた又は、張り付けられた保温材、
耐火被覆材等を除去した部分を湿潤化し、資格者が当該石綿等又は石綿含有保温材等の除去が
完了したことを確認した後でなければ、隔離の措置は解除してはならない。 （石綿則  ６条）

注4）吹付石綿等除去作業に労働者を従事させるときは、呼吸用保護具は電動ファン付き呼吸用保護具、又
はこれと同等以上の性能を有する空気呼吸器、酸素呼吸器、送気マスクを使用させなければならない。

 （石綿則  14条）
注5）   保護具は下記に定める規格等に適合したもの

①電動ファン付呼吸用保護具……防護率99.7％以上、フィルター捕集効率99.7％以上の国家検定合格品
②空気呼吸器……JIS Ｔ8155に定める規格に適合
③酸素呼吸器……JIS Ｔ8156に定める規格に適合
④送気マスク……JIS Ｔ8153に定める規格に適合

※ を）会協止防害災働労業設建（ 」ルアュニマ止防露くばのへんじ粉綿石「はていつに類種と分区の具護保用吸呼
　 参照ください。

除去作業後


